
大飯原子力防災訓練おける自己評価、課題整理（原子力事業本部）（案） 

 

１．評価結果 

（１）総評 

大飯原子力防災訓練での本店対策本部運営訓練（ＥＲＣ連携訓練含む）等を実施し

た結果、前回訓練の課題対策については、概ね良好な結果が得られた。 

なお、基本動作の定着については、ＥＲＣアンケート結果、プレイヤー自己評価結

果を踏まえ、良好事例、改善事例を蓄積し、引き続き更なる習熟を図る必要がある。 

 

２．実施状況の検討 

（１）訓練課題への対応 

今回の訓練では、至近の美浜原子力防災訓練（2019.10.18）での課題改善策とし

て、下記の有効性の検証を行った。 

① ＥＲＣ説明における基本動作の習熟 

② ＥＲＣ説明体制における柔軟なフォロー体制の構築 

③ 社外ＱＡ対応における運用の明確化 

 

① ＥＲＣ説明における基本動作の習熟 

課題 原因 対策 

ＥＲＣからのＱＡ対応にお

いて、スムーズな説明ができ

なかった。 

1.ＥＲＣに説明する元情報と 

なる情報メモについて、速 

さを重視してＴＶ会議専任 

者の正式発話（時間含む） 

を待たずに、発電所本部内 

音声を基に情報メモを作成 

した結果、一部に時間情報 

のないメモに基づき説明す 

るため、時間の報告が遅れ 

た。  

2.ＥＲＣへの速やかな情報提

供に傾倒しすぎた結果、受

け取った情報について、頭

の整理が中途半端な状態で

発話を開始した結果、発話

ミスに繋がった。 

1.情報メモの情報量の向上策 

を行う。（ＴＶ会議専任者

の発話を待ってメモ作成、

即応Ｃ情報チーム内でのＳ

ＰＤＳ等による情報の追加

等） 

2.良好事例／課題事例を充実

し、教材として整理した上

で、教育により力量向上を

図った。 

 

（検証方法） 

ＥＲＣ連携訓練において、 

ａ．活動状況をビデオ撮影し、同映像および発行されたメモの確認など、事後の

振り返りにより基本動作ができていること。 

を確認する。 
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（結果） 

ａ．の実施状況 

別添－１のとおり概ね実施できていた。 

 

以上より基本動作として、概ね実施できているものの、ＥＲＣプラント班アンケー

トを踏まえて、スムーズな説明など、更なる良好事例、改善事例の蓄積等により、基

本動作の習熟を継続して図る必要がある。（別添－４） 

 

 

② ＥＲＣ説明体制における柔軟なフォロー体制の構築 

課題 原因 対策 

ＥＲＣ説明の体制におい

て、一部の要員にタスクが集

中した結果、他の要員が適切

にフォローできなかった。 

1.説明補助者がＥＲＣ説明の 

フォローに廻った結果、説

明補助者の元々のタスクで

ある発話情報の整理、ＱＡ

管理等を適切に実施出来な

い状況であった。 

2.情報フロー、役割分担の明

確化を継続して進めていた

ものの、役割分担外の柔軟

な対応については、明確に

定めたものはなく、他の要

員によるフォローが出来な

かった。 

要員間のフォローについ
て、柔軟な対応を可能とする
よう基本的な仕組みを構築し
た。 
また、説明補助者の負荷を

軽減するため、ＱＡ管理をＱ

Ａ対応者で実施するよう、役

割分担を見直した。 

 

（検証方法） 

ＥＲＣ連携訓練において、 

ａ．活動状況をビデオ撮影し、事後の振り返りにより、要員間のフォローやＱＡ

管理が適切に実施できていること。 

を確認する。 

 

（結果） 

ａ．の実施状況 

仕組みの再構築、適切な役割分担を行ったことで、別添－１のとおり要員間の

フォローやＱＡ管理が適切に実施できていた。 

 

以上より、前回訓練の課題対策が十分に実施できていることを確認した。 
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③社外ＱＡ対応における運用の明確化 

課題 原因 対策 

ＥＲＣプラント班からのＱ

Ａ対応に関して、リエゾン経

由のものは、ＣＯＰ・リエゾ

ン担当者からＱＡ担当者を通

じて各機能班に問い合わせを

行い、各機能班で回答を作成

する運用であるが、ＱＡ担当

者がその場で即答できるよう

な軽微なＱＡについては、Ｑ

Ａ担当者自身で回答して良い

のか、裁量が不明確であっ

た。 

本件に関する裁量について

マニュアル上で明確化されて

いなかった。 

各機能班に問い合わせせず

に回答可能なＱＡについて、

即応Ｃ情報チーム内だけで回

答する運用を明確化した。 

 

（検証方法） 

ＥＲＣ連携訓練において、 

ａ．リエゾン経由のＱＡ対応に関して、軽微なものについてはマニュアルに基づ

き円滑に対応できること。 

を確認する。 

 

（結果） 

ａ．の実施状況 

運用の明確化により、別添－１のとおり回答可能なＱＡについて即応センタ 

ーチーム内で対応できていた。 

 

以上より、前回訓練の課題対策が十分に実施できていることを確認した。 
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（２）ＥＲＣプラント班アンケート結果、プレイヤー自己評価結果 

ＥＲＣプラント班からのアンケート結果、プレイヤーの自己評価、訓練事務局に

よる訓練ビデオを精査した結果、課題は下記の課題を抽出した。 

類型化 課 題・対策案 

① ＥＲＣ説明における基本動作の習熟 

 （課題） 

ＥＲＣからのＱＡ対応において、スムーズな説明ができなかった。 

①ＥＲＣへの情報提供において、事象発生時における今後の対策および

戦略について、細かな情報共有ができなかった。 

②事象発生時刻について、迅速な共有は出来たが、事後に時間を訂正す 

る回数が多かった。 

③ＥＡＬ判断根拠の説明が少ないため、今後の流れが見えない。 

 

（原因） 

①今回のシナリオは初期に大きな事象が発生したことから、事象進展予

測が当初の予定から変更されないシナリオであった。よって、戦略が

変わらない状況が続いたことから、説明者は戦略部分に関する情報提

供の意識が薄くなってしまった。（変わらない＝説明不要 と認識） 

②発電所との迅速な情報共有ツールである電子ホワイトボードの不調が

発生したことで、事象発生時に発電所の実績時間ではなく、ＳＰＤＳ

の読み取りによる予測時間を報告したことから、従来と比べて実績時

間の訂正が多くなった。（発電所は判断時間。事業本部は発生時間。） 

③発電所からのＥＡＬの判断時刻のみＥＲＣに共有していた。 

 

（対策案） 

①事象発生時の都度、書画装置による手書きのＣＯＰ４（設備状況シー

ト）・ＣＯＰ２（事象進展予測）等を用いた事象報告、今後の戦略説明

を行えるよう、重要度を強調しマニュアルに反映する。 

②電子ホワイトボード設定ミスの原因調査、および必要に応じた対応策

を講じ、従来通り発電所との迅速かつ正確な情報共有を可能とさせ

る。 

③ＥＡＬ発生までの流れが説明できるようにＥＡＬ判断フローを新規作

成し、備付資料に追加する。 

 

 

 

以 上 
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大飯原子力防災訓練おける自己評価、課題整理（大飯発電所）（案） 

 

１．評価結果 

（１）総評 

大飯原子力防災訓練での発電所本部運営訓練を実施した結果、前回訓練の課題対策

については、概ね良好な結果が得られた。 

しかしながら、通報連絡については、通報連絡システムの回線接続エラーによりＧ

Ｅ初報の連絡が 15分以内に実施できず、対応に支障をきたす場面があった。今後、

ＥＡＬ判断後速やかに通報を発信できるよう設備改善を実施する必要がある。 

 

２．実施状況の検討 

（１）前回訓練課題への対応 

今回の訓練では、２０１８年度大飯原子力防災訓練（２０１８．１２）での課題改

善策として、下記の有効性の検証を行った。 

・警戒事象通報連絡遅れの改善 

・２５条報告頻度の改善 

・安全確保に係る指示内容の改善 

 

・警戒事象通報連絡遅れの改善 

課題 原因 対策 

一部警戒事象の通報連絡に遅

れを生じる場面があった。 
通報連絡マニュアルの記載が不明確

であり、通報連絡者が上位の特定事象

の通報票に警戒事象の内容を入れるこ

とはルール上できないと誤認してい

た。 
通報連絡者は、特定事象の通報連絡

がＥＲＣ側で受信できなかったことを

受け、特定事象の再通報に係る対応を

優先して実施した。当該対応で時間を

要した結果、警戒事象単独での通報連

絡は時間的に実施できなかった。当該

対応完了後においても、当該対応中に

起こった事象の確認等、正確な警戒事

象の通報のために時間を要することと

なった。通報票はＥＡＬ区分ごとに作

成するのが原則であるが、上記のよう

な場合においては、上位の特定事象の

通報票に警戒事象の内容を併記して連

絡するような柔軟な対応も必要であっ

た。 
なお、通報連絡者は、特定事象や特

定事象の区別によらず、判断後直ちに

通報票の作成に着手しており、遅滞の

ない対応を行った。 

通報連絡マニュア

ルの記載を適正化

し、通報連絡に係る

ルールを再度周知・

教育する。 
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・２５条報告頻度の改善 

課題 原因 対策 

応急措置実施後、原災法２

５条の報告が実施できていな

かった。 

社内ルールにおいても２時間以内の間

隔を目途に報告・連絡するとの記載に

留まっており、原災法１０条の通報後

速やかに応急措置の状況報告をすると

いう原災法２５条の報告の本来の主旨

が浸透していなかった。 
 

応急措置実施後、

その状況を速やかに

報告する旨マニュア

ルおよびチェックシ

ートに記載するとと

もに、周知・教育を

徹底する。 
 

・安全確保に係る指示内容の改善 

課題 原因 対策 

現場で活動する要員に対す

る安全確保に係る注意喚起は

「安全に配慮すること」とい

う形式的な内容に留まってお

り、現場の状況を踏まえて具

体的に指示するまではできて

いなかった。 

災害発生時に必要となる防保護具が複

数のマニュアルに記載されており、ど

のマニュアルを確認すればよいかわか

り辛い環境であった。また、今回の訓

練では現場が危険となる状況や、防保

護具の着用が必要となる状況を想定し

ておらず、プレイヤーが具体的な指示

を行う機会が発生しなかった。 

現場点検を指示す

る際には、知りえる

範囲で現場の状況を

正確に伝えるととも

に、現場状況に応じ

て必要な防保護具が

容易に確認、検討で

きるよう情報を整理

し、マニュアルに記

載する。また、訓練

ではより具体的な状

況を想定し、プレイ

ヤーが安全確保に係

る具体的な指示がで

きるような情報付与

を行う。 
 

（検証方法） 

・警戒事象通報連絡遅れの改善 

シナリオ非開示型の訓練を行った後、通報実績を確認することにより、警戒事

象の通報連絡についても該当後 15分以内※を目途に実施できていることを確認す

る。 

※：社内ルールにおいて、通報連絡の完了目途として 15分以内という基準が定

められているのは原災法第 10条第１項に基づく通報のみであるが、今回の

訓練では当該基準を警戒事象の通報連絡にも適用する。 

・２５条報告頻度の改善 

シナリオ非開示型の訓練を行い、訓練中適切なタイミング・頻度で２５条報告

が実施できることを確認する。 

・安全確保に係る指示内容の改善 

シナリオ非開示型の訓練を行い、訓練中コントローラが付与する現場の状況を

踏まえて、本部長・ユニット指揮者・各機能班の班長等が現場点検等を指示する

際に、安全確保に係る具体的な指示が実施できていることを確認する。 
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（結果） 

実施状況 

別添－５のとおり、警戒事象通報連絡遅れの改善、２５条報告頻度の改善およ

び安全確保に係る指示内容の改善について、期待事項を概ね満足する結果が得ら

れた。 

 

（２）今回訓練の課題の抽出 

     下記のとおり、訓練後の振り返り、ＥＲＣプラント班アンケートおよび訓練参

加者アンケートの結果等より、課題を抽出し、改善策を検討した。 

 

No 区分 課題 原因 対策 
関連 

ｱﾝｹｰﾄ 

1 通報連絡

（運用） 

ＧＥ初報の通報

連絡を判断から

15分以内に実施

できなかった。 

通報連絡システム

の回線接続エラー

により通報発信が

遅れた。（別添－

６参照） 

回線接続エラーが

発生しないように

通報連絡端末周辺

の設備改善を実施

する 

No.13 

No.30 

2 発電所内 

情報共有 

（運用） 

所々でＡ～Ｄの

号機をフォネテ

ィックコード

（アルファ、ブ

ラボー、チャー

リー、デルタ）

に言い直す場面

が見られた。 

フォネティックコ

ードの防災訓練で

の使用は今回が初

めてであったこと

もあり、プレーヤ

ーの習熟が十分で

はなかった。 

フォネティックコ

ードの使用目的を

踏まえ、日常業務

においてフォネテ

ィックコードを使

用するよう周知

し、習熟を図って

いく。 

－ 

 

（３）ＥＡＬ判断の妥当性 

     別添－７のとおり、今回の訓練におけるＥＡＬ判断の妥当性について、事象の

発生から判断までの実績を確認し、問題がないことを確認した。 

 

（４）ＦＡＸ通報票の記載の確認 

     別添－８のとおり、今回の訓練における原災法通報票の、記載内容（誤字、脱

字、内容の適正）について問題ないことを確認した。 

      

以 上 
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別添－１ 

1 
 

防災訓練主要シナリオと ERC説明実績 

１．（１）大飯発電所３，４号機 防災訓練主要シナリオと ERC説明実績 

(凡例)  

・赤字：発話未 

・青字：発話未（ＥＲＣ指示で資料送付のみ）※今回訓練では実績なし 

 

時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL COP発行 ERC説明実績（時間は説明時間） 
課題検証 

ポイント 

事象 
発生前 

長期停止中 定格熱出力一定運転中 定格熱出力一定運転中     

13:30 地震発生（おおい町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
・1A-DG起動成功 
 1B-DG起動失敗 

・2A-DG起動成功 
 2B-DG起動成功 
・1,2号機 SFP漏えい発生 

地震発生（おおい町：震度６弱） 
・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 
・A-DG起動成功 
 B-DG受電失敗 

・A-CHPトリップ 

地震発生（おおい町：震度６弱） 
・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 
・A-DG起動成功 

B-DG起動成功 

・A,B-M/DAFWPトリップ 

AL 
(地震) 

AL24 

 13:31【ERCとの TV会議開始】 
13:33 プラント状況（警戒体制の発令

3u,4u原子炉トリップ、3u,4u 電源状況） 
13:37 4u A,B-M/DAFWP故障停止(AL24該
当を判断) 

13:39 3u 15分後(13:30から)に AL25該
当を予告 

 

13:31   ・A-CHPトリップ 
・B-CHPトリップ 

    

13:32  ・C-CHP損傷発見      

13:35  ・A-M/DAFWPトリップ 
・主蒸気逃がし弁全台開固着 

 AL24  13:41 3u ERSS上で補助給水流量喪失を確
認(SE24該当を報告) 

 

13:40  ・A-DGトリップ(SBO発生) 
・T/DAFWP流量喪失(全給水喪失) 

・主蒸気逃がし弁元弁全台閉止開始 

 SE24  13:42 3u 非常用母線 A系 B系の電圧喪失
を確認⇒SBO状態と判断 

13:43 3u SBO状態が 30分継続で SE25該
当となることを予告(SBOの起点時刻が未
確認) 

13:44 大飯発電所原子力防災体制 13:42
に確立を報告(SE24判断) 
13:45 3u SBOと全給水喪失の発生時刻が

13:40であったと報告 
13:46 10条確認会議開始 

 
 

早期共有 

13:42  ・RCPシールからの漏えい発生      

13:45  ・3,4号機電源車 5台の転倒発見 
・主蒸気逃がし弁元弁閉止不可 

・同左 AL25    

13:46  ・ECCS作動 
(SBOのため炉心注水できず) 

 AL42 
SE21 
GE21 

 13:47 3u ECCSの作動を報告(SPDSにて
13:46作動を確認) 
13:48 ERC指示により SE24の説明継続 

13:49 SGドライアウト予想を報告(約 1時
間後) 
13:50 13:48に GE21該当を判断したと報

告(SE21,AL42も同様) 
13:52 15条認定会議開始 

早期共有 

13:50   ・B-DGトリップ 
・C-CHPトリップ 

 13:50 3,4uCOP
① 

13:55 3uシール LOCAの発生時刻報告
(13:42)、4u B-DGのトリップ報告(13:50) 
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13:50 SFP① 13:56 3uにて 13:48全面緊急事態体制を

確立したと報告 
13:59 3uCOP①(書画使用) 
14:10 4uCOP①(書画使用) 

 

 
COP更新 

14:00   ・A～D-SG全水位計故障   14:10 4u 全 SG水位計ダウン報告(14:00)  

14:05  ・B-CHP(自己冷)炉心注入要員 3名負

傷(汚染あり) 

・代替所内電気設備高圧ケーブル分

岐盤損傷発見 

AL25    

14:09 ・SFP水位 AL31(25.8m)水位到達       

14:10  ・恒設代替低圧注水ポンプ準備完了 ・LOCA発生 
・No.2モニタポスト故障 

SE25  14:11 4u LOCAの可能性あり報告(14:10)  

14:11   ・ECCS作動 

・A-SIP起動 
 A-RHRP起動 
 A-アニュラス空気浄化ファン起動 

AL42  14:13 4u ECCS作動(AL42該当を判断)報

告 
14:14 4U 事故対応戦略の説明 

 

14:15  ・A,B-空冷 DGによる受電完了 
・B-M/DAFWP起動不可 

  14:15 4uCOP② 14:15 SFP① 1,2u SFPにて水位低下が発
生中(13:40より)報告(書画使用) 

14:16 3uCOP① 手書き更新 炉心損傷予想
時刻を更新(書画使用) 
14:19 3u A,B-空冷 DGによる受電報告 

14:20 3u B-M/DAFWPトリップ報告(14:15) 
14:20 4u AL25判断(14:05) 

 
 

COP更新 

14:20  ・イグナイタ起動   14:20 3uCOP② 14:22 3uCOP① 手書き更新で今後の対策

を説明(書画使用) 
14:24 1,2u SFP水位低下 14:35頃に SE31
発信予定、15:00頃に GE31となる予想 

14:25 1,2u SFP備付資料を用いた説明(書
画使用) 
14:27 No.2モニタポストダウン(14:13)報

告 

COP更新 

 

14:35  ・SFP全水位計故障    14:30 3u  B-CHP(自己冷)炉心注入要員 3

名負傷(14:18) 
14:31 3uCOP② B-CHP準備時間遅延報告
(書画使用) 

14:35 4uCOP② 口頭説明(書画使用せず) 

 

 
COP更新 

14:36 ・SFP水位 SE31(23.4m)水位到達   SE31  14:36 No.2モニタポスト代替機器設置完
了(14:30) 

14:37 1,2u SFP水位 SE31判断(14:36) 
14:38 3u SFP水位計ダウン報告(14:35) 

 

14:40 ・SFP水位低下停止(23.12m)  ・原子炉下部キャビティ水位計作動   14:40 1,2u SFP水位低下停止報告(14:40) 
14:43 1,2u SFP注水フローを備付資料に
て説明(書画使用) 

 

14:43  ・全 SG広域水位 10%未満 
・A-アニュラス空気浄化ファン起動 

・蓄圧注入開始 GE24  14:44 3u SGドライアウト実績を報告
(14:43) COP手書き更新(書画使用) 
14:45 負傷者の追加情報を報告 

14:47 3u SGドライアウトにより GE24判
断(14:43) 

COP更新 

14:50   ・A-SIPトリップ SE21 14:50 3,4uCOP
③ 
14:50 SFP② 

14:53 4u A-SIPトリップ報告(14:50)SE21
判断 
14:55 4u 今後の収束戦略を COP手書き更

新にて報告(書画使用) 

 
 
COP更新 

－ 9 －
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14:53  ・可搬式代替低圧注入ポンプ損傷発

見 

・恒設代替低圧注入ポンプ損傷発見   14:56 通報票の説明報告 

14:58 4u COP手書き更新 ACC注水開始
(14:43)報告(書画使用) 

 

14:55   ・2次系強制冷却開始   15:00 3u,4uCOP③ 収束戦略説明(書画使

用) 
15:03 SFP② 状況説明 1,2uSFP水位低下
原因報告(書画使用) 

15:05 1,2uSFPについて備付資料関連図を
使用して説明(書画使用) 

COP更新 

15:00 ・No.2淡水タンクからの SFP補給開
始 

    15:07 1,2uSFP 消火水を使用しての補給
開始(15:00)報告 

 

15:08  ・全 SG広域水位 0%未満(完全ドライ

アウト) 

     

15:09 ・SFP水位 25.8m到達後 1時間経過   AL31  15:10 3uCOP③に係る A-CSP準備状況の補

足 

COP更新 

15:11   ・A-RHRPによる低圧注入開始   15:12 4u A-RHRPによる炉心注水開始
(15:11)報告 

15:13 3u 炉心露出予想実施(15:30) 

 

15:15     15:15 4uCOP④ 15:17 4uCOP④ 書画装置での説明 COP更新 

15:23  ・原子炉水位(AM用)56%以下 
 炉心露出 

   15:23 TV会議システム通信不調発生 
15:28 3u炉心露出判断(15:23) 

 

15:29  ・B-CHP(自己冷)による炉心注水開始 
 B-CHPおよび Pz逃がし弁による
F&B開始 

   15:30 3u B-CHPによる炉心注水を SPDS上
で確認(15:30) 
15:34 3u Pz逃がし弁による F&B運転であ

ることを報告 

 

15:36  ・炉心出口温度 350℃超過  SE42  15:40 3u 炉心出口温度 350℃超過(15:36)
確認 SE42(15:37)該当判断 

 

15:39  ・SG補給用仮設中圧ポンプトリップ      

15:40  ・可搬型設備による SFP状態監視開

始 

     

15:42   ・T/DAFWP停止 

・SG補給用仮設中圧ポンプトリップ 

SE24  15:45 4u T/DAFWP注水停止(15:43)報告 

15:47 3u SG補給用仮設中圧ポンプトリッ
プ(15:42) 給水手段喪失 

 

15:45   ・A-RHRPトリップ GE21  15:48 4u A-RHRPトリップ(15:45) GE21

判断(15:45) 

 

15:50   ・A-C/Vスプレイポンプによる代替

炉心注水開始 

 15:50 3,4uCOP

④⑤ 
15:50 SFP③ 

15:51 4u  A-C/Vスプレイポンプによる代

替炉心注水開始(15:45)←後に 15:50に訂
正 

早期報告 

15:51  ・蓄圧注入開始    15:54 3u ACC注入開始(SPDS上で 15:52)

報告←後に 15:51に訂正 
15:55 RCS水位回復傾向報告 
16:00 3uCOP④ 口頭での説明 

16:02 4uCOP⑤ 口頭での説明 
16:03 SFP③ 口頭での説明 
16:04 3u負傷者情報の続報を報告 

早期報告 

16:07 訓練終了 

－ 10 －
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１．（２）ERC説明における書画画面の活用状況（大飯発電所） 注：時間は参考値（訓練ビデオの画面抽出時間） 

 
 

１３：５９ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP4(手書き)] １４：０５ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2] １４：０７ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] 

   

１４：０９ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP4] １４：１０ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2] １４：１５ 大飯 ＳＦＰ状況の説明 [SFPシート] 

   

良好事例 
〇赤ペンによる強調表
示 

良好事例 
〇ペン先を活用した指示 

良好事例 
〇SGドライアウト、炉心
損傷予想時刻の手書き更
新 

観察事例 
〇関電社内向けの COP4
検討様式を使用している 

良好事例 
〇赤ペンによる強調表示 

－ 11 －
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１４：１６ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] １４：１９ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2] １４：２２ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] 

   

１４：２５ 大飯 ＳＦＰ状況の説明 [ERC備付資料] １４：３１ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2] １４：４３ 大飯 ＳＦＰ戦略の説明 [ERC備付資料] 

   

良好事例 
〇炉心損傷予想時刻をよ
り確度の高い情報に手書
き更新 

良好事例 
〇機器のトリップ状況を
手書き更新 

－ 12 －
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１４：４４ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] １４：５５ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2] １４：５８ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] 

   

１５：００ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP2] １５：０２ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2] １５：０３ 大飯 ＳＦＰ状況の説明 [SFPシート] 

   

良好事例 
〇SG ドライアウト時刻実
績を手書き更新 

－ 13 －
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１５：０５ 大飯 ＳＦＰ状況の説明 [ERC備付資料] １５：１７ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] １５：１７ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP2(手書き)] 

   

良好事例 
〇資料への書き込みによる状
況説明の補足を実施 

－ 14 －
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２０１９年度 大飯原子力防災訓練
情報フロー

（訓練後の評価）
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発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

災害時

対応ＤＢ

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

災害時

対応ＤＢ

[ユニット指揮者補佐]

COP作成

②´概略系統図

②´設備状況シート

③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

3u

電子ＷＢ

電子ＷＢ（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

4u

3u 4u

発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練後評価〕 変更なし

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

災害時

対応ＤＢ

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

災害時

対応ＤＢ

[ユニット指揮者補佐]

COP作成

②´概略系統図

②´設備状況シート

③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

3u

電子ＷＢ

電子ＷＢ（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

4u

3u 4u

－ 20 －



①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑨通報文送信（FAX）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

情報管理

⑩情報メモ

⑫口頭、情報メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文案を作成
⑧対外対応専任者が通報文案を

チェック

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑩着信確認（電話）

⑪情報漏れチェック

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑨情報メモ作成

①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練後評価〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑨通報文送信（FAX）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

情報管理

⑩情報メモ

⑫口頭、情報メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文案を作成
⑧対外対応専任者が通報文案を

チェック

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑩着信確認（電話）

⑪情報漏れチェック

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑨情報メモ作成

【新規課題】
・基本動作の習熟
（ＥＡＬ判断フローを用いた判断
根拠を含めた説明）
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のDB登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（DB）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

⑪情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

⑧情報
メモ

3u 4u

3u 4u

電子ＷＢ

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、DB登録

⑨情報メモ

3u 4u
【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・情報メモの充実

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のDB登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（DB）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練後評価〕

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

⑪情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

⑧情報
メモ

3u 4u

3u 4u

電子ＷＢ

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、DB登録

⑨情報メモ

3u 4u

【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・情報メモの充実 → 良好

【新規課題】
・基本動作の習熟
（ＣＯＰ２~４の活用、手書き更新
による積極的な情報提供）

【新規課題】
・基本動作の習熟
（電子ＷＢ不調の解決、迅速
かつ正確な情報共有の確認）
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前説明〕

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

③COP

⑧情報メモ作成

⑨情報
メモ

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練後評価〕 変更なし

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

③COP

⑧情報メモ作成

⑨情報
メモ
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

情報管理

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

情報管理

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練後評価〕

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

【新規課題】
・基本動作の習熟
（ＣＯＰ２~４の活用、手書き更新
による積極的な情報提供）
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社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

①質問 （口頭
（TV会議））

⑪回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

③回答作成依頼
（QAメモ）

関係班

⑤必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（QAメモ）

④回答作成依頼
（QAメモ）

⑨回答連絡（QAメモ）

⑦回答連絡（口頭（電話）

⑧所管の班・係
QAメモに回答記入

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

②情報・QAメモ作成、DB入力

⑫口頭（電話、QAメモ） ⑬回答
（口頭（QAメモ）

②口頭（電話）

⑥回答作成

⑪口頭（QAメモ）

マイク常時ＯＮ

【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・軽微なＱＡの処理フローの明確化

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練

模擬データ

即応センター

との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練後評価〕

①質問 （口頭
（TV会議））

⑪回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

③回答作成依頼
（QAメモ）

関係班

⑤必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（QAメモ）

④回答作成依頼
（QAメモ）

⑨回答連絡（QAメモ）

⑦回答連絡（口頭（電話）

⑧所管の班・係
QAメモに回答記入

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議

（本店即応センターＢ）

②情報・QAメモ作成、DB入力

⑫口頭（電話、QAメモ） ⑬回答
（口頭（QAメモ）

②口頭（電話）

⑥回答作成

⑪口頭（QAメモ）

マイク常時ＯＮ

【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・軽微なＱＡの処理フローの明確化 → 良好

－ 25 －



即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１２ 大飯訓練］

配置

国
Ｔ
Ｖ
会
議

ＥＲＣ説明者

説明補助者
②

ＥＲＣ説明者
部長

チーム長

部長

ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

説明補助者
①

電子ＷＢ 高浜

ＱＡ対応者
②

ＱＡ対応者
①

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ヘッドホン

（ｔ２ｃｈ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

マイク

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（美浜２ｃｈ）

書画装置

（ＮＲＡ）

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

電子ＷＢ 高浜

電子ＷＢ 電子ＷＢ

ヘッドホン

（ ２ｃｈ）

ＳＰＤＳ

ＳＰＤＳ

卓上スピー
カー（ＮＲＡ）

ヘッドホン

（ ２ｃｈ）

ＷＢ 高浜

説明補助者
②

情報フロー（高浜）

高浜
ＴＶ会議専任者

ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ 情報メモ

１－３複写

高浜
本部内音声

電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（
調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ

Ａ部屋

・
確
定
情
報

・
不
確
定
情
報
（
速
報
）

・
確
定
情
報
の
メ
モ
化

即応Ｃ

情報係

・通報票
・オフサイト情報等

メモ１

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｃ
Ｏ
Ｐ

高浜

対策本部

サーバ
登録

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ

ＥＲＣ説明者

発
話

ネ
タ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

メモ３

・
Ｗ
Ｂ
板
書

・
情
報
連
携

漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

・
発
話
情
報
整
理

・
重
要
情
報
の
確
認

・
Ｑ
Ａ
管
理

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
更
新

・
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
監
視→

メ
モ
へ
の
追
記

チーム長
部長

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＥＲＣ説明者

部長
メモ３

説明補助者
①

メモ２

高浜

対策本部

・
そ
の
他
情
報

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム体制 ［ ２０１９．１２大飯訓練］

即応Ｃ

ＩＣ補佐

ＰＳｳｫﾁｬｰ

情報メモ

Ａ

メモＡ

・状況に応じて交代可能

ＥＲＣ

説明

情
報

メ
モ

手書き

ＣＯＰ

ＥＲＣ

説明

・
臨
機
応
変
に
対
応

・
臨
機
応
変
に
対
応

赤字：２０１９．１０ 美浜訓練からの改善事項（案）
・情報メモの充実
・ＥＲＣ説明者、説明補助者①の柔軟な対応

・ＱＡ管理を説明補助者①からＱＡ対応者へ変更
良好
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ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ対応者
②

説明補助者

②

ＥＲＣ説明者
部長

即応Ｃ情報チーム体制 ［ ２０１９．１２大飯訓練］

ＱＡ対応（高浜）

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・質問票作成（リエゾン質問のみ）
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）
・質問票の配布
・回答作成状況の確認

即応Ｃ

情報係

ＥＲＣ説明者

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班 回答

説明補助者

①

ＱＡ対応者
①

即応Ｃ

回答作成箇所回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

赤字：２０１９．１０ 美浜訓練からの改善事項（案）
・軽微なＱＡの処理フローの明確化
・ＱＡ管理を説明補助者①からＱＡ対応者へ変更
・質問票→M95による運行へ変更

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・回答作成状況の確認

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 原子力災害情報システム

良好
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別添－４ 

1 
 

ＥＲＣ説明実績に対する課題抽出 

１．大飯発電所３号機 防災訓練主要シナリオ－ＥＲＣ説明実績－課題抽出 

 

改善策の分類結果 一覧 

改善策 

No. 
改善策 内容 改善策 分類結果 

① 事象発生時の都度、書画装置による手書きのＣＯＰ４（設備状況シート）・ＣＯＰ２（事象進展予測）等を用いた事象報告、今後の戦略説明を行えるよう、重要度を強調しマニュアルに反映する。 

ＥＲＣ説明における基本動作の習熟 ② 電子ホワイトボード設定ミスの原因調査、および必要に応じた対応策を講じ、従来通り発電所との迅速かつ正確な情報共有を可能とさせる。 

③ ＥＡＬ発生までの流れが説明できるようにＥＡＬ判断フローを新規作成し、備付資料に追加する。 
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大飯原子力防災訓練 課題改善検証シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「評価結果」には下記のいずれかを記載する。 

評価結果 評価結果の判断基準 

４ 評価の視点で必要とされる内容について、十分に達成できている。 

３ 評価の視点で必要とされる内容について、一部を除き達成できている。 

２ 評価の視点で必要とされる内容について、半数近く達成されていない。 

１ 評価の視点で必要とされる内容について、ほとんど達成できていない。 

－ 今回の訓練では評価できない項目である。 

 

 

■評価対象：  発電所本部運営    

 

 

評価期日 2019年 12 月 13 日 

  

検証項目： 

１．警戒事象に係る通報連絡の改善 

２．原災法第２５条報告頻度の改善 

３．安全確保に係る指示内容の改善 
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

１ 警戒事象に係る通報連絡の改善 

■警戒事象に係る通報連絡が 15分以内を目途に実施できること。 

① 情報班員は、ユニット指揮者の警戒事象に係るＥＡＬ判断後、直ちに通報票の作成に

着手しているか。（より優先度の高い特定事象の通報連絡対応を実施している場合は、

その対応後速やかに通報票の作成に着手しているか。） 

② ＥＡＬ判断から１５分以内を目途に発信されているか。 

３ 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ②※ メモ 

13：30 ４号機 ＡＬ２４ Ａ，B－Ｍ／ＤＡＦＷＰトリップ 〇 ○ 
判断実績：13:39、通報実績：13:47 

判断から通報までに要した時間：8分 

13：35 ３号機 ＡＬ２４ Ａ－Ｍ／ＤＡＦＷＰトリップ 〇 ○ 
判断実績：13:37、通報実績：13:52 

判断から通報までに要した時間：15分 

13:45 ３号機 ＡＬ２５ Ｂ－ＤＧ起動失敗時刻から１５分経過 〇 △ 
判断実績：13:45、通報実績：14:08 

判断から通報までに要した時間：23分 

13:46 ３号機 ＡＬ４２ ＲＣＰシールからの漏洩発生、ＥＣＣＳ作動 〇 △ 
判断実績：13:48、通報実績：14:08 

判断から通報までに要した時間：20分 

14:05 ４号機 ＡＬ２５ Ａ－ＤＧ起動失敗時刻から１５分経過 〇 △ 
判断実績：14:05、通報実績：14:22 

判断から通報までに要した時間：17分 

14：11 ４号機 ＡＬ４２ ＬＯＣＡ発生、ＥＣＣＳ作動 〇 ○ 
判断実績：14:14、通報実績：14:22 

判断から通報までに要した時間：8分 

15:09 １，２号機 AL３１ SFP水位 EL25.8m到達後１時間経過 〇 ○ 
判断実績：15:09、通報実績：15:15 

判断から通報までに要した時間：6分 

※ ②については、訓練後、通報実績の確認により評価を実施する。   
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

２ 原災法第２５条報告頻度の改善 

■原災法第２５条報告が適切なタイミング・頻度で実施できること。 

① 情報班員は、情報班長の指示により、直ちに２５条報告の作成に着手しているか。（より

優先度の高い特定事象の通報連絡対応を実施している場合は、その対応後速やかに

通報票の作成に着手しているか。） 

② 適切なタイミング・頻度で発信されているか。 

３ 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ②※ メモ（訓練後事務局記載） 

 

14：00 ３号機の初動対応着手後～１時間までを目途 

 
〇 〇 

通報実績：14:46 

 

15:29 ３号機Ｂ充てんポンプ（自己冷却）を用いた１次冷却系フィードアンド

ブリード開始後～訓練終了までを目途 

 〇 △ 

事務局の訓練終了アナウンスの誤りにより訓練時間中に通報発

信までは完了できなかったものの、訓練時間内に２５条報告の

作成まで完了していた。当初の訓練終了予定時刻まで訓練が

継続していた場合、問題なく通報発信まで実施できていたもの

と考えられることから△とした。 

 

 

15:50 ４号機Ａ格納容器スプレイポンプを用いた代替炉心注水開始後～訓練

終了までを目途 
 

〇 △ 

同上 

※ ②については、訓練後、通報実績の確認により評価を実施する。   
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

３ 安全確保に係る指示内容の改善 

■現場点検等を指示する際に、把握した現場の状況の伝達および安全確保に係る具体的

な指示が実施できているか。 

① 把握した現場（もしくはプラント）の状況が正確に伝えられたか。 

② 安全確保に係る具体的な指示ができたか。 

４ 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ② メモ 

13:35 地震発生時ディーゼル消火ポンプ室付近に居たタービン保修課員が

ディーゼル消火ポンプ建屋の一部倒壊、ディーゼル消火ポンプの状

態確認を開始する旨本部へ報告 

 

[影響が想定される作業] 

・ディーゼル消火ポンプの状態確認 

 

○ ○ 【伝達・指示内容】 

・全倒壊のおそれもあるため、気をつけて点検等をすること。 

・危険があれば、点検の中断や中止をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

13:40 ３号機 全交流電源喪失＋全給水喪失が発生した旨本部に報告（炉

心損傷に至る可能性が高いプラント状況である旨併せて付与） 

13:46 ３号機 ECCS信号が作動するも SBOのため注水できない旨当直課

長から本部へ報告 

 

[影響が想定される作業] 

・全ての現場活動 

 

○ ○ 【伝達・指示内容】 

・全面緊急事態を宣言している。 

・炉心冷却が回復できない場合、炉心損傷に至る可能性がある。 

・現場で活動している要員に、炉心損傷の兆候があれば、速や

かに連絡できる体制をとること。 

・タイベック・全面マスクを速やかに着用できるように準備をしてお

くこと。 
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13:45 アクセスルート確認において１，２号機背面道路付近に設置されてい

る硫酸タンク・苛性ソーダタンクより漏えいがある旨本部に報告（いず

れも堰の範囲内で留まっているものの、揮発により大気中に微量では

あるが充満している状況である旨併せて付与） 

 

[影響が想定される作業] 

・大容量ポンプ、送水車準備等の１，２号機背面道路を通行する作業 

 

○ ○ 【伝達・指示内容】 

・１、２号機背面道路付近で硫酸タンクと苛性ソーダタンクより漏

えいの情報がある。 

・現場要員は、ガスマスクを着用すること。 

 

 

 

 

 

15:23 ３号機炉心露出（原子炉水位（AM用）56%以下） 
 

[影響が想定される作業] 

・全ての現場活動 

 

○ ○ 【伝達・指示内容】 

・３号機の炉心露出で、炉心損傷の可能性が高まってきている。 

・まもなく充填ポンプにより注水を開始できる予定であるが、プラ

ント状況は厳しい。 

・タイベックと全面マスクの着用を速やかにできるように準備する

こと。 

・４号側の要員にもこの状況を共有すること。 
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GE初報の通報連絡遅れについて

－ 34 －

別添－６



１３：４８ ３号ＳＥ２１・ＧＥ２１判断
情報班員が通報票作成
情報班長・対外対応専任者が通報票をチェック

１４：００ 通報発信（１回目）
１４：０３ 右上のエラーメッセージが表示
～１４：０４頃
１４：０６ 一旦システムを終了・再ログインして再度通報開始（２回目）後、

再度同様のメッセージが表示
１４：０６頃 通報連絡システムの不具合により通報票の送信が遅れている旨、

ERCプラント班へ電話連絡を実施

１４：１０頃 一般ＦＡＸを使用して、３号ＳＥ２１・ＧＥ２１の通報票を発信し、ＥＲＣプラント班
へ電話連絡を実施

１４：１５頃 通報端末横の電話が鳴ったため、通報結果画面を確認したところ
１４：１０に完了していることを確認（発信時刻は１４：０８）

時系列（プレーヤー聞き取り・ビデオ確認による）

衛星回線接続エラーにより初報GEの通報連絡が遅延
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緊急時衛星通報システムの回線接続エラーの原因と対策

アンテナへ SW-
HUB

IP電話

衛星通報端末（PC）

複合機（FAX）LAN切替器

＜原因＞
LAN切替器がFAXアダプタと接続する設定となっていたため、通常はバックアップとしてオフライン待機
となっているFAXアダプタと、常時接続を⾏っている衛星通報端末の信号がＳＷ－ＨＵＢにて混在
し、通信が不安定になり回線接続エラーに⾄ったものと推定。

＜対策＞
LAN切替器とFAXアダプタを撤去する。

FAXアダプタ

LAN切替器がFAX側に選択されてい
たことで通信が不安定となった。

USBケーブル撤去範囲

訓練時の設備構成・状態
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再現試験結果

再現試験の内容 結果 原因

ＬＡＮ切替器ｽｲｯﾁを
「ＦＡＸ」の状態で通報
（３回実施）

３回とも接続は確立され
たものの、その後（１～２
分後）接続が切断された

FAXからの割込み接続に

より、通信が切断された
ものと考えられる

ＬＡＮ切替器ｽｲｯﾁを
「ＰＣ」の状態で通報
（３回実施）

約３分間の接続確認を３
回実施した結果、いずれ
も接続状態が維持された

ー

ＬＡＮ切替器をスイッチン
グハブから切り離した状
態での通報
（３回実施）

約３分間の接続確認を３
回実施した結果、いずれ
も接続状態が維持された
（うち１回については約24
時間接続状態が維持さ
れることを確認）

ー

－ 37 －
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大飯発電所 防災訓練主要シナリオと EAL発信の妥当性について 

時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 

時刻 

事象 
発生前 

長期停止中 定格熱出力一定運転中 定格熱出力一定運転中     

13:30 地震発生（おおい町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
→1号 A-DG起動成功、1号 B-DG
起動失敗 

→2号 A,B-DG起動成功 
・SFP漏洩発生 

地震発生（おおい町：震度６弱） 
 

・外部電源喪失 
→A-DG起動成功、B-DG受電失敗 
→B系機器電源なし 

地震発生（おおい町：震度６弱） 
・原子炉トリップ 

・外部電源喪失 
→A,B-DG起動成功 
・A,B-M/DAFWPトリップ 

AL 
(地震) 

 
 
4uAL24 

当該原子力事業所所在
市町村において震度６

弱以上の地震が発生 
 
蒸気発生器へのすべて

の主給水が停止した場
合において、補助給水
ポンプが１台しか起動

できない 

おおい町において震度６弱の地震が
発生したことから AL（地震）を判

断した。 
 
プラント停止により全ての主給水が

停止している状態で、蒸気発生器へ
の給水が T/DAFWP1台のみとなった
ことを確認し、13:39に 4uユニッ

ト指揮者が AL24を判断した。 
AL24：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 

える 

 
 

 
 
13:39 

13:35  ・A-M/DAFWPトリップ  3uAL24 蒸気発生器へのすべて
の主給水が停止した場

合において、補助給水
ポンプが１台しか起動
できない 

全ての主給水が停止している状態
で、蒸気発生器への給水が

T/DAFWP1台のみとなったことを確
認し、13:37に 3uユニット指揮者
が AL24を判断した。 

AL24：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 
える 

13:37 
 

13:40  ・A-DGトリップ（SBO発生） 
・T/DAFWP流量喪失(全給水喪失) 

  
3uSE24 

 
SGへのすべての給水が
停止し、すべての SG

の狭域水位が 0%未満に
なり、かつ補助給水流
量の合計が 125m3/h未

満 

 
全ての蒸気発生器の狭域水位が 0%
未満となっている状態で、T/DAFWP

停止により、全ての給水機能が喪失
したことを確認し、13:42に 3uユ
ニット指揮者が SE24を判断した。 

SE24：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 
える 

 
13:42 

13:42  ・RCPシールからの漏えい発生      

13:45    3uAL25 非常用母線が 1系統と

なり、当該母線への電
気の供給が 1つの電源
のみとなり、その状態

が 15分以上継続 

13:30に B-DGからの受電失敗によ

り非常用交流母線への電源供給が
A-DGのみとなり、その状態が 15分
間継続したため、13:45に 3uユニ

ット指揮者が AL25を判断した。 
・B-DGからの受電失敗：訓練情報
付与に基づき、訓練プレイヤー

が判断を実施。判断は妥当と考
える 
・AL25：訓練プレイヤーが実時間

で判断を実施。判断は妥当と考
える 

13:45 
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2 

 

 

時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 
時刻 

13:46  ・ECCS作動  3uAL42 

3uSE21 
3uGE21 

AL42 

RCSの障壁喪失「加
圧器圧力」または
「加圧器水位および

加圧器圧力」が SI
作動設定値以下 
 

SE21 
ECCSの作動を必要と
する LOCAが発生し

た場合において、高
圧・低圧いずれかの
ECCSによる注水が直

ちにできない 
 
GE21 

ECCSの作動を必要と
する LOCAが発生し
た場合において、全

ての ECCSによる注
水が直ちにできない
（高圧・低圧注入共

に不能） 

【AL42】 

LOCAにより「Pz圧力」又は「Pz水
位及び Pz圧力」が ECCS作動を必要
とする設定圧力、水位以下となった

ことを確認し、13:48に AL42を 3u
ユニット指揮者が判断した。 
 

【SE21､GE21】 
ECCSの作動を必要とする LOCAが発
生した場合において、SBOにより

ECCSによる全ての注水が直ちにで
きない状態となっていることを確認
し、13:48に 3uユニット指揮者が

SE21、GE21を判断した。 
AL42、SE21、GE21：訓練プレイ 
ヤーが実時間で判断を実施。判 

断は妥当と考える 

AL42､ 

SE21、GE21 
13:48 
 

13:50   ・B-D/Gトリップ     

14:00   ・全 SG全水位計故障     

14:05    4uAL25 非常用母線が 1系統

となり、当該母線へ
の電気の供給が 1つ
の電源のみとなり、

その状態が 15分以
上継続 

13:50の B-DGトリップにより非常

用交流母線への電源供給が A-DGの
みとなり、その状態が 15分間継続
したため、14:05に 4uユニット指

揮者が AL25を判断した。 
・B-DG起動失敗：訓練情報付与に
基づき、訓練プレイヤーが判断

を実施。判断は妥当と考える 
・AL25：訓練プレイヤーが実時間
で判断を実施。判断は妥当と考

える 
 

14:05 

14:09 ・SFP水位 EL25.8m到達       

14:10  ・No.2MP故障 ・LOCA発生 4uSE25 全交流電源の 30分
以上喪失 

13:40の A-DG ﾄﾘｯﾌﾟによる全交流電
源喪失の状態が 30分間継続したこ

とを確認し、14:10に 3uユニット
指揮者が SE25を判断した。 
SE25：訓練プレイヤーが実時間で判

断を実施。判断は妥当と考える 

14:10 
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時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 
時刻 

14:11   ・ECCS作動 4uAL42 RCSの障壁喪失「加

圧器圧力」または
「加圧器水位および
加圧器圧力」が SI

作動設定値以下 

LOCAにより「Pz圧力」又は「Pz水

位及び Pz圧力」が ECCS作動を必要
とする設定圧力、水位以下となった
ことを確認し、14:14に AL42を 4u

ユニット指揮者が判断した。 
AL42：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 

える 

14:14 

14:15  ・A,B-空冷 DGによる受電開始      

14:36 ・SFP水位 EL23.4m到達   1,2uSE31 SFP水位 EL23.4m SFP ｽﾄｯﾌﾟﾛｸﾞ、燃料移送仕切弁(1u
及び 2u)およびｷｬﾋﾞﾃｨ側閉止ﾌﾗﾝｼﾞ

(1u及び 2u)破損により、ｷｬﾅﾙ及びｷ
ｬﾋﾞﾃｨへ SFP水が漏えいして SFP水
位が EL.23.4m以下になったことを

確認し、14:36に 4uユニット指揮
者が SE31を判断した。 
SE31：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考える 

14:36 

14:40 ・SFP水位安定 EL23.12m       

14:43  ・全 SG広域水位 10%未満到達  3uGE24 全 FWPおよび AFWP
が停止した場合にお

いて、全 SG広域水
位＜10%、かつ、SIP
および RHRPが全て

起動できない 

全 FWPおよび AFWPが停止し、か
つ、SBOにより ECCSによる全ての

注水が直ちにできない状態におい
て、全 SG広域水位が 10%未満とな
ったことを確認し、14:44に 3uユ

ニット指揮者が GE24を判断した。 
GE24：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 

える 

14:44 

14:50   ・A-SIPトリップ 4uSE21 ECCSの作動を必要と
する LOCAが発生し

た場合において、高
圧・低圧いずれかの
ECCSによる注水が直

ちにできない 

B系からの電源供給がなく B-SIPが
起動できない状態において、A-SIP

がﾄﾘｯﾌﾟし、全ての SIPが起動でき
ない状態となっていることを確認
し、14:50に 4uユニット指揮者が

SE21を判断した。 
SE21：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考 

える 

14:50 

14:55   ・2次系強制冷却開始     

15:00 ・SFP補給を No.2淡水タンク（屋
内消火水）からの補給開始 
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時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 
時刻 

15:09    1,2uAL31 SFP水位 EL25.8m

到達後 1時間以内に
この水位に復帰しな
い 

14:09に SFP水位が EL.25.8m以下

となり、その状態が 1時間継続し
たことを確認し、15:09に 4uユニ
ット指揮者が AL31を判断した。 

AL31：訓練プレイヤーが実時間 
で判断を実施。判断は妥当と考え
る 

15:09 

15:11   ・A-RHRPによる低圧注入開始     

15:23  ・炉心露出 
(原子炉水位計(AM用)56%以下) 

     

15:29  ・B-CHP（自己冷）および Pz逃が
し弁による F&B開始 

     

15:36  ・炉心出口温度 350℃到達  3uSE42 原子炉冷却系の障壁

が喪失（「加圧器圧
力」又は「加圧器水
位及び加圧器圧力」

が非常用炉心冷却装
置の作動を必要とす
る設定圧力又は設定

水位以下となった）
した状況において、
炉心出口温度の最高

値が 350℃以上とな
り燃料被覆管の障壁
が喪失するおそれが

あるため 

ECCS作動を必要とする設定圧力、

水位以下の状況において、炉心出
口温度の最高値が 350℃以上到達
したことを確認し、15:37に 3uユ

ニット指揮者が SE24を判断し
た。 
SE24：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考 
える 

15:37 

15:42   ・T/DAFWP駆動蒸気喪失に伴い停

止 

4uSE24 SGへのすべての給水

が停止し、すべての
SGの狭域水位が 0%
未満になり、かつ補

助給水流量の合計が
125m3/h未満 

全 SGの全水位計故障により SG水

位が確認できない状態において、
2次系強制冷却の継続により全て
の蒸気発生器の狭域水位が 0%未満

となっている可能性があること、 
T/DAFWP停止により全ての給水機
能が喪失したことから、13:42に

4uユニット指揮者が SE24を判断
した。 
SE24：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考え
る 

15:44 
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時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL説明 EAL判断の妥当性 
EAL判断 
時刻 

15:45   ・A-RHRPトリップ 4uGE21 ECCSの作動を必要と

する LOCAが発生した
場合において、全て
の ECCSによる注水が

直ちにできない（高
圧・低圧注入共に不
能） 

B系からの電源供給がなく B-RHRP

が起動できない状態において、A-
RHRPが停止し、全ての SIP・RHRP
が起動できない状態となっている

ことを確認し、15:45に 4uユニッ
ト指揮者が GE21を判断した。 
GE21：訓練プレイヤーが実時間 

で判断を実施。判断は妥当と考 
える 

15:45 

15:50   ・A-C/Vスプレイポンプによる代
替炉心注入開始（350m3/h） 

    

15:51  ・蓄圧注入開始      

15:55  ・炉心出口温度低下開始      

16:05 訓練終了 
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訓練時間中に作成完了済み
未発信
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訓練時間中に作成完了済み
未発信
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